
　勉強と遊びは同じものだと思っているんです。学校
が楽しいのがいちばん。ワクワクする、熱中する、仲
間と協働する、そういう時に学習効果が高いことは理
論的にも裏付けられています。ではどうしたら学習効果
の高い授業ができるのか。それは、枠組みをきちんと
作ることだと思います。生徒を管理するのではなく、枠
組みの中で遊ばせるんです。
　僕の授業は問いかけ→演習→振り返りが基本の型。
最初の10分ぐらいで学ぶ内容と方法を示し、生徒の
思考が刺激されるような問いを投げかける。その後は
生徒が仲間と、あるいは教材、教師と対話をしながら
学び、最後にリフレクションで成長をメタ認知するとい
うものです。ABCから学ぶ中１の授業でも、高3の受
験生向け授業でもそれは同じです。
　はっきり言って僕は授業がうまいと思っていません。
でも、テーマや問いの設定など、生徒のコミュニケー
ションが活性化するような枠を作ること、もっと言えば
学校全体の環境を変えることで学びの質は高くなると
考えています。授業は50分間の中だけのことではない
し、リアルの空間だけでする必要もない、教科の枠だ
ってなくていい。そして、チームで作っていくものです。
　先日、教科書の「芸術の役割」がテーマの文章を
扱った時は、美術と音楽の先生にも加わってもらって
ワールドカフェ形式でディスカッションをしました。職員
室が対話にあふれていれば、こういう授業もやりやすく
なると思うんです。
　授業で生徒に伝えているのは、創造的であってほし
い、やることに責任をもってほしい、自立した学習者で
あってほしい、そして学んだことを他人のために活かせ
る人になってほしいということです。主体的に学べる生
徒が主体的に社会に参画できる人になる。だからこそ
学びたくなる学校、学びがいのある授業を作っていき
たいと思っています。
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